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本質的に解読が不可能な究極の安全
性を保証する暗号化を実現するため
には物理乱数が不可欠です。私たち
は、カオスレーザから生成した物理
乱数列を実用的な速度で供給する研
究をおこなっています。この展示で
は、1秒間で1Gbit(Gbps)以上の速度
で直接パソコンなどへ物理乱数列を
供給するシステムを紹介します。

生成速度が遅いことが従来の物理乱
数生成器の欠点でした。研究段階で、
カオスレーザの信号を記録し乱数列
に事後変換することで生成速度が
Gbps超になることが分かりました。
高速AD変換器と高速処理システムを
融合し、ユーザが高速に生成される
乱数列をリアルタイムで利用できる
システムを構築しました。

現在一般に使われているデータの秘
匿化手法は、膨大な解読時間がその
安全性の根拠となっています。将来、
物理乱数の高速な生成システムが実
用化できれば、無限に時間をかけて
も解読できない究極の安全性が保証
された暗号化が実現可能となり、よ
り安心安全なデータの秘匿化ができ
るようになります。
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ユーザプログラムの例：
• 究極の安全性をもつ秘密分散
• 高速な科学技術計算
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